＜研究報告1＞「高齢高次脳機能障害者への神経心理学的リハビリテーションの実践」  (シンポジウム，Development and current situations of Cognitive Behavioural Therapy for children and / or persons with disabilities : 障がい児・者への認知行動療法基礎研究から応用実践へその発展と今，専修大学神田校舎7号館3階731教室，平成25年8月31日開催） by 岡村 陽子










































































































































































〈46〉Development and current situations of Cognitive Behavioural Therapy for children and/or persons with disabilities
スライド31は集団討論セッションの概要です。このセッションの目的は，自分たちの問題と将
来について話し合うことです。ここでは彼らがお互いにポジティブなフィードバックをもらうこと
が重要です。第1回はプログラムの感想，第2回は「自分の困っていること」について，第3回・
第4回・第5回は目標設定です。これらの討論の後で，彼らの問題を解決するための認知行動療
法をアレンジします。例えば，彼らの抱えている問題について話し，標的行動の記録用紙を作成
します。私たちの神経心理学的リハビリテーションでは，あらゆる機能に目を向けるような介入
を心掛けています。
慢性期の高次脳機能障害をもつ高齢者にとって，神経心理学的リハビリテーションとはどのよ
うなものかをまとめたいと思います。明らかに慢性期の高次脳機能障害の高齢者には神経心理学
的リハビリテーションのニーズがあり，本人やその家族にとって有益です。そして，機能のあら
ゆる側面に着目しなければなりません。我々は，認知行動療法を含むあらゆる技法を活用する必
要があります。私は，もっともっとこのプログラムを発展させていきたいと考えています。
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まとめるにあたり，この研究に関わってくれた皆さんに感謝いたします。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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